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法（Ｄｙｎａｍｉｃ Ｇｅｎｅｒａｌｉｚｅｄ Ｌｉｍｉｔ Ｅｑｕｉｌｉｂｒｉｕｍ Ｍｅｔｈｏｄ）を提案し、斜面・擁壁・基礎などの土構造
物の地震時における運動を解析した。最後に、解析繹果と振動台を用いた模型実験結果を比較す
ることによって、最大主応力方向が載荷前後で変化しない主動問題では良い一致が見られるが、
方向が900　変化する受動問題では土の体積変化の影響のためか両者に相違が見られることを示
した。
本研究の成果の第一は、従来の静的な塑性理論に加速度の連続条件式を導入して、動的な塑性
理論を定式化したことである。加速度の存在する一般的動的一問題を対象にした定式化は、地震応
答問題だけでなく振動や衝撃を利用した杭打ちや削岩などの施工問題の解決にも寄与できる。第
二は、動的な塑性理論の解法として、動的一般化極限平鹿法という数値解析法を提案し、多くの
実際問題を解いたことである。この数値解析法はＮｅｗｍ左ｒｋ法と比べて塑性論的により合理的で、鉛
直加速度も考慮できるという特徴があるｐ第三は、室内模型実験によって、剛塑性体仮定の適用
しにくい問題を特定し、解析方法の適用範囲を明確に示したことである。
以上から、本論文は理論的価値が高いだけでなく、工学的実用性もあり、今後の地盤工学・耐
震工学の発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文は博士（工学）の学位に値するも
のと認められる。
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